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宜野湾市議会からの政策等の提言について 

 

本市議会においては、議会基本条例第９条に基づき、令和元年５月 14日から 17

日の４日間に渡り、市内４会場において「第４回 議会報告及び市民との意見交換

会」を開催いたしました。４日間で 112名の参加者から市政等に関するさまざまな

御意見、御要望をいただき、本市議会の政策討論会における協議を踏まえ、下記の

とおり政策等として提言することといたしましたので報告いたします。 

つきましては、当該提言の趣旨、内容等に御理解をいただき、その速やかな実施

に向けて格別なる御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

また、そのほかの意見等についても、今後の市政運営の参考としていただきたく、

議会の回答を付して申し送りすることといたしましたので、御参照いただきますよ

う併せてお願い申し上げます。（別紙参照） 

 

記  
１．市におけるマイクロバスの所有について 

市民及び市内各種団体等におけるマイクロバスの使用ニーズが高いことから、市

が独自でバスを所有することについて、リース、レンタル等による契約を始め、防

衛予算の活用及び新たな財源の確保、クラウドファンディングによる寄附の呼びか

け、資金造成イベントの開催、バスへの広告掲載等の手法により積極的に検討して

いただきたい。 

 

２．シルバーパスポートクーポン券利用可能店舗の拡充について 

75歳以上の方を対象に交付されるシルバーパスポートクーポン券は、使用できる

店舗の数や種類に地区の偏りがある状況である。市内全域で利用できるよう、地区

の偏りを調査し、店舗の登録及び周知の方法を見直す等、利用可能店舗の拡充に努

めていただきたい。 
 



３．県道 34 号線の真栄原交差点から上大謝名区までの区間の交通安全対策につい

て 

当該区間は通学路にもなっているが、信号機のない横断歩道が数カ所あり、交通

量が多く、速度を落とさずに走行する車両も多く大変危険な状況である。歩行者の

安全を確保するため、歩行者優先の啓蒙・啓発等の対策を講じていただきたい。 

 

４．サンエーＶ21佐真下店前の交通安全対策について 

当該箇所は、歩行者や車両の交通量がふえる傾向にあるが、信号機がなく、たび

たび事故が発生しており、大変危険な状況である。信号機の設置を含め、歩行者の

安全確保のための対策を講じていただきたい。 

 

５．嘉数小学校のスクールゾーン改善及び市内全域の通学路安全対策について 

 嘉数小学校のスクールゾーンは、登校時の交通量も多く、スクールゾーン表示が

消えかかっている箇所もあり、スクールゾーンの有効性が薄れているため、改善し

ていただきたい。 

また、当該箇所のみならず市内全域の他の通学路等についても、通学路安全点検

等の結果を踏まえ、危険箇所に応じた具体的な安全対策を講じていただきたい。 


